
ジ、ヨヴ、ァンニ・テJイ・パオ口「天地創造と楽園追放（1445年）Jの読解的鑑賞
-6段階鑑賞法の提案一

Appreciating Giovanni di Paolo’s“The Creation of the World and the Expulsion from Paradise (1445）”by 
Reading-Oriented Approach: A Suggestion of the Six-Stage Method of Art Appreciation 

I 序

鑑賞教育を扱う本稿の考察主題は，解釈（熟考的パート）
を柱に組み立てる「読解的鑑賞l)Jである（詳細は後述）。 好
きか嫌いか（よかったか否か）で進める印象本位の受身的な
鑑賞から，作品から感じ取り，読み取り，作品に働き掛ける
能動的な鑑賞の一形態を提案する。そして，ただコンセプト
を論述するだけでなく，筆者自身の指導や授業参観の経験2)

に基づく，具体的な方法・プログラムも示す。本稿では，「6
段階鑑賞法」について，ジョヴァンニ・デイ・パオロ （Giovanni
di Paolo）「天地創造と楽園追放 （1445年）J 3）を例に挙げ，

概説したい （本作選択理由はN章参照）。

当指導メソッ ドの実施を想定する，主たる年齢対象は，知
的関心・観察力・客観的分析力・論理的思考力等の増す 13
～ 15歳辺り，即ち，中学生とする。そう考える根拠は，アピ
ゲイル ・ハウゼン（Abig剖iiC. Housen），マイケル・ パーソン

ズ（Michael]. Parsons）の研究にある。両者は，鑑賞能力
（美的感受性）の発達的側面を採り，共に5段階に整理した4)0 

その第3・4段階（表1・2）が，中学校の時期に該当すると，
筆者は読み取る。石崎和宏・王文純（I九TangWen-cjun）が，
「Parsonsは，感情的志向（第3段階）から形式アプローチ （第
4段階）への変化を仮定しているが，Housenは，知的理解（第
3段階）から感情的経験（第4段階）への変化を仮定している」6)

と指摘する通り， 2人の第3・4段階には内容的顛倒が認めら
れるが， ここを中学校段階の発達特性として一括りに理解した。

表1 A. C.ハウゼン説 （石崎和宏・王文純「美的感受性の発達に関
する基礎的研究一先行研究資料の批判的検討Jp.7ーより転載）

③分類の段階（classifyingstage）作家流派．スタイル，時代などに関心が
向けられ，作品に直接的，客観的に対附する姿勢がみられる。特に線，色，
構成などの形式的要素を手がかりに。判断基準を形成するが，絵画の意味や
作家の意図は理解されない。また感情やl晴好は，知的な判断によって隠される。

④解釈的段階（interpretivestage) 前段階ほどは事実に忠実で客観性を目
的とせず，作品に対する個人的な解釈に関心が向けられる。作品と自己との
相互作用に注目し，形式的要素ではなく，シンボルを解釈し よりいっそう
意味的なメッセージを探求する。独特なもの。情緒的なものへの関心が強く，
感情的な言葉で表現される。

表2 M. J.パーソンス説 （岡田匡史・高山顕光「「鑑賞教育jの基礎研究 （HS年度）
Il－「美術科教青演習（前期）Jの活動報告と2つの鑑賞題材JS) p.12.より転載）

第3段階表出力 （exp閃 ssivenessl
画家の写実描画のl腕前よりも，リ支を希求するアーティスティックな態度の

方に惹かれる。絵に備わる表現特質を作者の心理状態や感情表出や美的感
覚の働き，表現の動機・意図や主題面の独自性等に結びつけて理解しようとす
る。その解釈行為は内省的・感情移入的で，主観的範時を出ない。
第4段階ー様式とフオルム （styleand form) 
観念の表明や喚情的表現を成立させる絵画の形式的要素（物質的事実）で

あり，かつ，誰もが知覚し講評しうる客観的対象である，「媒体，フォルム．様式」
に対して限が開き．絵画浬解の新たな問題意識をもっ。この転回から，個人的
解釈を離れ，公的空間の中で絵が語られ論議されてきた歴史，その過程で生
まれてきた多種多核な解釈・評価を意義あるものとして意識しだす。美術史
や批評言説の知識を作品解釈に有益に活用できるようになり。視野カ吋広がる。

信州大学 岡田匡史

II 言語活動の充実 （第6節美術の改訂）

『中学校学習指導要領Jが10年振りの改訂となり， 第6節
美術も改められ，平成24年度には移行措置期間を終えて全
面実施となる。改訂趣旨の lつに，中央教育審議会（以下，
中教審とIll各記）が，「各教科等を貫く重要な改善の視点」 7)

として 『答申』に挙げた，「言語活動の充実」がある。『答申』は，
国語（言語能力［筆者補記］）をJ知的活動 （論理や思考）」 8)

に加え，「コミュニケーションや感性・情緒の基盤」9）と解釈する。

その観点から，改訂により重点化されたのが，鑑賞である。
ただ，美術作品だと鑑賞は感覚的受容（見て感じる鑑賞）

が一番本質的と解されることが多い。その場合，印象が鍵を
握る。しかし改訂で求められたのは，見て感じることは大
前提としつつも， 言語を介する解釈を重視した思考本位の受
容（考え解する鑑賞）で＼この場合，核となるのは書く ・話
すを主体とした記述・説明・批評等の言語活動である。第6
節美術のB鑑賞の記載中， 言語能力重視の考え方が最も前
面に出る箇所（中教審が例示 10））を，図lに抜卒し，併せて 〔第

l学年〕の当該箇所もヲ｜く（図2）。

(1）美術作品などのよさや美しさを感じ取り味わう活動を通して，鑑賞に
関する次の事項を指導する。
ア造形的なよさや美しさ，作者の心情や意図と創造的な表現の工夫，
目的や機能との調和1のとれた洗練された美しさなどを感じ取り見方を
深め，作品などに対する自分の価値意識をもって批評し合うなどして，
美意識を高め幅広く味わうこと。

図1 『中学校学習指導要領j第6節美術「第2各学年の目標
及び内容j〔第2学年及び第 3学年〕 2内容 B鑑賞

( 1)美術作品などのよさや美しさを感じ取り味わう活動を通して，鑑賞に
関する次の事項を指導する。
ア造形的なよさや美しさ，作者の心情や意図と表現の工夫，美と機能
性の調和，生活における美術の働きなどを感じ取り，作品などに対す
る思いや考えを説明し合うなどして．対象の見方や感じ方を広げること

図2 I中学校学習指導要領J第6節美術「第2各学年の目標
及び内容j〔第 1学年〕2内容 B鑑賞

印象 vs.言語，言い換えると，感性vs.理屈は，美術鑑
賞で一般に認められる対立図式ではあるが，改訂内容は，
vs.の後者を推す形となった。関連する見解を，史実を探り，
肱縮尺判な知見を縦横に駆使して絵を読み解く，若桑み

どりが 『絵画を読む』に示す。若桑は，日本の美術ジャーナ

リズムに潜む，理屈 （学問臭）を嫌がり，感性的体験を専ら
尊ぶ，言うなれば自由に感じること至上主義の風潮に批判的
である。若桑はこう記す。美術作品とは，「人間のもつあらゆ
る能力や技術や経済的関係」 11）が創り出しえたもので，「鑑

賞者も知性や知識や洞察力を働かせ」 円 それを理解しよう
とするのは当然で，このことは欧米では常識となる Jj）。 だから，

欧米の中・高は， 「美術史」の正課を置く。 さらに若桑は，画
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家が固有な思考形式（「イメージによる思考」 14）） で描く絵の

理解には，画面と思想 （の知識）を連接する観察と直観が要り，

知性と感性の協働が求められると説く。筆者も同意見である。

改訂趣旨もこの立脚点を共有すると解せ，読解的鑑賞もここ

に位置付く。

回 読解的鑑賞と絵を読む 4視点、

本稿で扱う読解的鑑賞は，形と色彩でイメージを紡ぐ絵を

鑑賞対象とする。彫刻も可能だが，実材 （物質）で成る三次

元の彫刻は，絵に比べ物理的・ 化学的制約が多く，また，材

料と技法 （組立て方）の相互作用の中で，イメージが広がり

限られもする点で，絵と同列視するのは難しい。日用品（応

用芸術系）も可能だが，目的・用途・機能を採る使用的観点や，

材料なら材質特性という単一的観点でなく，その価値を調べ

る複眼的評価軸（資源 ・環境 ・健康・安全・コスト等）の導

入が求められるため，絵と同様には行かない。汲みうる内容

は多様でも， l枚の宗教画と l脚の椅子は，読解次元が異なる。

したがって，本稿では，「絵を読む （readinga/of painting）」

を中心に据える鑑賞の指導メソッドを論じる。

「読む （read）」という語は，英語圏では意味が広い。一般

的語意と共に，読解的鑑賞と密接な他5つを表3に示す 15）。

読解的鑑賞では，学ぶ意義を有す，こうした深く広い「読む」

を射程に納める。

加えて，「読む視点」としては，「日常的・想像的・文脈的・

解読的」 161の4つを筆者は考える。表4に4視点を略記する。

読解的鑑賞では，4視点が1、日中mう形で読解が進むこととなる。

表3 “read”の語意（出典 rwebster’s New Collegiate DictionaryJ) 

イ）tounderstand the meaning of ( w1 itten or printed matter) 
（書かれ，また印刷されたこと）の意味を理解する

ロ）tolearn from what one has seen or found in writing口rprinting 
書かれ，また 印刷されたことの中に見たことや発見したことから学ぶ

ノ、）tobecome acquainted with or look over the cont巴日ts(as a book) 
中身に精通する．また，中身を（本を読むごとく）詳しく調べる

ニ)tomake a study of 
～を研究する

ホ）tointerpret the meaning or significance of 
～の意味や奥義 （i菜奥に潜む何か）を解釈する

へ)tolearn the nature of by observing outward exprモssionor signs 
外部に向けられた表現や記号の観察により ～の特徴（本質）を学ぶ

表 4 絵を読む4視点（岡田匡史「読解的鑑賞の論察 （再提案） レオナルド・ダ・

ヴインチ「最後の晩餐（1495-98年）Jを読むJp.57.より転載［解説を補足］）

①日常的視点（dailyview）或文化圏の悦習下で，人々 に共通理解を訴す視点

②想像的視点 (imaginativeview) 想像を自由に羽ばたかせて見る｜時の視点

③文脈的視点 （contextualview）。何らかのテキスト（文献）から得られる解読
に益す視点

倒的？読的視点（deccdingview) ：図像学的な対象把握を可能とする視点

ここに提起する読解的鑑賞を視覚的な｜命悦・満足を優先

的に求める，一瞥的な見方とは対際、的に，ジック リ見続ける

中で，感覚も言語も動員される濃密な，思考休験を培う，持続的・

組織的な鑑賞と位置付ける。換言すると，パッと見的な読解

的鑑賞はありえない。読解的鑑賞は，見て感じる類のアプロー

チと一線を画し，一連のプログラムを経る過程で熟成される

べきと解釈する。そのプログラムとして，後述の「6段階鑑賞法J
を考える。

ただ， 筆者は，作品を見るや魅了され，眺め続け，「いい

なあ…」と言葉少なに感心する，そういう類の鑑賞も無論あっ

てよいと考える。ケネス ・クラーク（KennethClark）は，絵

を豊かに解すための啓蒙書， 『絵画の見かた （Lookingat 

Pictures）.！を著しながら，「知覚能力の限界にさらに加えて，

視覚的体験を言語に移し変える困難というものがある」 l7) と

書く。名和晃平（彫刻家）も，造型物を，「文字や言葉では伝

えきれない微細な情報」と解す 18）。 モーリス・メルロ ＝ポン

ティ（MauriceMerleau Ponty）も，表現者側に立ち，「画家

だけがいかなる評定の義務をも負わされずに，あらゆるもの

を見つめる権利をもっ」 19）とし「だから，画家の前では認識

や行為の通り言葉がその効力を失う」却）と書く。 岸田恵理（長

野県信機美術館）は，『鑑賞の技法（Artof Appreciation).! 

を著したハロルド・オズボーン（HaroldOsborne）の，「鑑賞

は， 美的感性的に （aesthetically）に物事に心を奪われていく

こと （preoccupied）であり，「知覚力」 （percipi巴nce）と説明

されるものに関わっている」 21）という考え方を踏まえ，ギャラ

リートークで使う言葉を熟慮した。

鑑賞体験の実質とは，非言語的知覚の領域に本来あるのか

も知れない。読解的鑑賞を主題としても，上記諸省察の重要

性を看過するものではない旨附言したい。むしろ本稿を通じ，

言語活動を優先したにせよ，読解的方II硲により鑑賞的理解を

非言語的な深みにまで掘り下げうる可能性を示せたらと願う。

IV 6段階鑑賞法（4段階批評鑑賞の改良版）

読解的鑑賞を行うメソッドとして，「6段階鑑賞法」を提起

したい。6段階鑑賞法は，エドムンド・フェルドマン（Edmund

Burke Feldman）が， ［美術を通し人間となる（Becoming

Human through Art) .I m 第12章「美術批評の技法の習

得（Masteringthe Techniques of Art Criticism)Jで提唱し

た 美術批評の「描写 ・分析・解釈・判断の4段階」 却を参

照し，そこに 2段階を足したものである。4段階批評鑑賞の

有効性は広く支持され，筆者も学ぶ所大であり続ける 『Art

Education.I誌 24）の「指導資料（InstructionalResources) J 

の， 1985年（連載開始）から 90年代の指導方略は，当メソッ

ドを基本枠組とした。日本でも，秋山希嘉 ・栗山裕至・前村

晃により，有効性が実証された 251。

ただ， 4段階批評鑑賞は，「自己表現 （self-expression）」に

似る位置付けの「自己探求（self－巴xploratぬn）」ーそこにはヴイ

クター・ローウェンフェルド （ViktorLowenfeld）に湖る創造

主義（児童中心主義） 的風土紛も認めうるがーを主軸とする

ため，生徒が調べ，教師も支援的な情報提供を行う「調査」

の段階や，もっと知りえた所で再び考える「再解釈jの段階

は設けられない。その2点を付加した6段階鑑賞法のプログ

ラムを， 表5に示す。

表5 6段階鑑賞法のプログラム

1. 観察と描写（observation& description) 

2. 視覚的分析（visualanalysis) 

3. 解釈（interpretation)

4.調査 （research)

5. 再解釈（reinterpretation)

6. 判断と許仙i(judgment & evaluation) 

なお，補記したい点がある。4段階批評鑑賞は，鑑賞者の

見方と個人的・独創的な言説を大切にする「批評」に重きを

置くことから，「自ら見て感じ考え評す」 ことを第一義とした。
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石川千佳子は，当メソッドを紹介した論文に，「絵画や建築物

を見るだけでは十分でないJ27）という，読解的鑑賞の立脚点

と重なる，フェルドマンの言葉をヲ｜く。そして，「批評を学習

する目的は，公式的な見方に依存せずに自分自身で芸術作品

を認識し評価する力を養うことJ28）だという，彼の見解を続

ける。ここで飽くまで重んじられるのは，定説・既成概念に

安住せず，疑問に向き合い，解らなさを避けず，努めて考え

る鑑賞者本位の姿であるO

批評を本質視する姿勢は，前記ハウゼン，フイリップ・イェ

ナワイン（PhilipY enawine）らの主導する，「ヴイジ、ユアル ・

シンキング ・ストラテジー （VisualThinking Strategies ［以下，

VTSと略記］）」と共通する。公式HPに，「視覚的イメージに

関する討議を通じ，批判的思考 （criticalthinking）と言語能

力 (languageskills）を高める，リサーチ・ベースの指導メソッ

ドJ291と， VTSの趣旨が載る。その指導成果を顧み，ハウゼ

ンは，「VTSが批判的思考力の伸長を粛しそれを他の文脈的

諸関係（contexts）や中身（content）へと転移できる証拠を

見出したJ301と解す。4段階批評鑑賞が，各段階に発表・情

報交換・話合を有効に位置付けつつ，個の内に観察眼・分析

的洞察力・読解力・ 言語能力・批評的力量等を培うが， VTS

はより自覚的にグループ学習を一般型とし，問答・対話・議論・

発見の湧き立つ相互啓発的な学び合いの場の中で， I人1人が

批評的成熟に向かう所に主眼を置く。 「VTSは参加を促し，自

信を与え，特に真剣に取り組む者同士の問ではそうである」 31)と，

公式日Pにはある。

ここに認めうる学習者主体を是とする姿勢は，教育学的に

は，知の注入でなく構築を尊ぶ構成主義的教育観と結び付く

と理解できる。 学びを知の構成と解す構成主義の特徴につい

て中村恵子は，「生徒の学習への積極的参加を強調J32）し「授

業における「教師中心」から「子ども中心Jへ，「教えJから

「学び」への転換を方向づける」お）と要約した。VTSの一形

態として，アメリア・アレナス（AmeliaArenas）が行う「対

話型鑑賞」も，同系列に入る。長井理佐は，鑑賞教育セミナー

で聴いたアレナスの語りとして，「美術史の知識はいらない」

「観衆から感嘆調（Ahha! Wow! etc.）がでる情報だけが必要

なもの」を挙げた 34）が，これは反知性の主張ではなく， 百ぷ

の状態で作品的事実を観察し尽くした所から知を形成するこ

との意義を示唆したものである。

だが，筆者は，そういう創造的な「知の空間」に，外から

も千差万別な知としての見方・解釈・学説・価値観等や文化

論的・歴史背景的な種々情報を積極的に入れたく思う。その

結果，知と知が蘭ぎ合い撹狩され混乱しながらも止揚・調整

される統合的過程が，鑑賞には必須と考える。特に見ること

と考えることを等しく重んじる読解的鑑賞ではそうである。そ

うすることで，独断的見解をユニークさとする弊に陥ることも

なく， 個性的であると共に学術的客観性をも備える柔軟な持

説を育めると思うからである。

v 「天地創造と楽園追放Jへの6段階鑑賞法の適用

第33回美術科教育学会の口頭発表で，筆者は，読解的鑑

賞 （絵の場合）を，「画面を観察し，そこから多様な情報・意

味・ メッセージを抽出しそれらを関連付け，総合的に解釈

する行為（最終的に批評を導く）J 35）と定義した。そう考える

に当たり， 4段階批評鑑賞を範にしたと共に， OECD（経済協

力開発機構）の PISA調査で測定された 「読解の 3過程」も

参考とした。その内容を表6に引き，4段階批評鑑賞の対応

段階を矢印で附記する。

表6 読解の3過程（出典文部科学省 HPfPISA調査（読解力）
結果等に関する参考資料J36)) 

CI青報の取り出しーーテキストに書かれている情報を正確に取り出すことc

く描写（基本は観察）・分析
②解釈 書かれた情報がどのような意味を持っかを理解したり，推論

したりすること0 ¢解釈
③熟考 ・評価 テキストに書かれていることを知識や考え方，経験と結

び付けること0¢解釈 ・判断

ここでテキストを絵と看倣すなら， 3過程とはまさしく絵の

鑑賞段階と解せる。現に PISA調査では，テキストを「連続・

不連続」の2類型に分け，前者が諸形式の文，後者は視覚的
図解類を指すとし幻），絵は後者に属す。

本章では，かような読解を中心に，6段階鑑賞法のプログ

ラムに沿って，ジョヴ、アンニ・デイ・パオロ「天地創造と楽園

追放」（以下， C&Eと略記）を見てゆく。「図画工作科指導法

基礎」でも，その読解的鑑賞の検証を重ねてきた。宗教画の

図像伝統と 2つの代表的画題に接することで，西洋（キリス

ト教文化圏）を知りうる絵，それと共に，円盤が突如出現す

る等，奇想天外で、，物語喚起力が強く， 生徒の内に無意識に

言葉を紡がせてしまうような絵として，本作を選んだ。

1 .観察と描写

第1段階では，「見ること（観察）」と「見たものの言語化（描

写）」を一組の活動として行う。フェルドマンに倣うなら，「見

落としのない完全でしかも中立的な記録」 お） の作成が目標と

なる。よって，観察内容をワークシートに漏れなく記録し，続

いてその発表を聴き合う進め方が妥当である。その時の見方

は日常的視点によってでよ く， 使う言葉も一般的語柔でよい。

想像力も働かせる。スムーズに行かずに，不明な対象を何か

適切な名で呼ぼうと努めることも， 言語的練熟を麗し造語

感覚も磨くことが期待できる。

本来は生徒の語群を記録すべきだが， 表7（左欄）に観察

結果を総覧化したので参照戴きたい（画面左，次に右と進む）。

導入部では，アレナスも頻用する定番的フレーズ，「よく （注

意深く）見ょう！」が効果的である。そして，ぜ話討な展開

へ導くなら，「（画面に）何が描かれている？」という聞を勧め

たい。

なお，視認と解釈とは分かちがたい関係にある。解りづら

い描出物を見て，「何だろう？」と考え始める時，既に第3段
階「解釈」に足を踏み入れている点を了解したい。

2. 視覚的分析

第2段階が問題とするのは，前段階で、追ったような描写内

容の名辞的側面「これは～である」ではなく，形式的性質（形

や色彩，模様や材質，サイズ等） であり，個々形像ではなく，

諸要素聞の様々な関係，岡面で働く構成的仕組である。関係

の例として，位置関係 （高低［上下］，左右，中心と周縁，垂直・

水平・斜め，分割領域の面積比等），形態的関係（類似と相違），

大小関係，配色明暗譜調，空間の粗密等を列挙できる。構

成的仕組の例としては，間隔 （等間隔か漸次的変化か），遠近
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法 （1点透視等），各種構成原理（対比 ・強調 ・比例・均斉・

調和 ・繰り返し等），および視点の位置の違い等を列挙できる。

また，絵具等の画材とそれを操る技法も対象となる。

学習指導要領的観点から言うなら，第6節美術と，そこへ

の系統的連接を図る第7節図画工作（『中学校学習指導要領』

と同期改訂の現行『小学校学習指導要領』）に新設された，「共

通事項」に登場する語群，「図工：形や色，組合せ，動きや

奥行き等／美術：形や色彩，材料，光等」が，分析対象に相

当する。

C&Eを純様相的に見て解るのは，画面が広い左と狭い右

に二分される点である。左下角に，画面を大きく占める円を

配しその上をギザギザの囲む翁が飛ぶ。この翁の横顔から

は金線が放射される。鋸歯状パターンは，反復基調の画面右

と響き合う。画面右は，上から，繁る葉と沢山の実の塊的集合，

それを支える樹幹7本の林立（左から右へ僅かずつ間隔が聞

く），裸体3人の並立，太線4本のわい、」型配列が続き，サン

ドイツチと似る層を成す。中間ゾーンの野にも，草花の諸パター

ンが繰り返す。

かかる分析後，目を地平線に転ずる。すると，それが

基b語録的な役割を演じ，天と地を分かつことに気付く。つま

り画面は，多様な要素に覆われるが，左領域が広い田の字型

を潜ませるのである（構図的安定の秘訣）。

なお，左右分割に関し次段階「解釈」に踏み込むが，絵

の側に立つ時，一般に画面右が聖域，左が俗域となる。

円は，色の違う弧が次々合わさる同心環を成す。円の青の

射日雇変託と青空のそれ（上空が濃く，地平線辺りが薄い）が

呼応する。翁の服も青く彩られたため， 円・ 空・翁の聞に青

の！照応的連係が生じる。

画面を覆う緩・亀裂にも注目したい。ジグソーパズルと似

る規則的パターンを呈す塗膜の外観も，分析対象となる。少

なくともテンペラ絵具を知る一助となる。加えて，金の放射線

が真っ直ぐ伸び、るが，刻線だろうか。複製資料（印刷［紙媒

体］・映像［電子媒体］問わず）ではやはり視認に限界がある。

実作鑑賞がベストである。

3.解釈

第1・2段階が，感動・好悪判断とは関係なく，誰もが客観

的に迫りうる内容を扱うのに対し，第3段階は，絵を解読し

対象に意味を賦与するから，鑑賞者の主観的見方や価値付け

も混じる。それゆえ，活動が高次化し難度が増す。とは言え，

前三段階同様，作品的事実に即す姿勢が基本となる。

フェルドマンは，解釈を「仮説の形成過程」却）と捉え，「優

れた解釈は，作品からひきだされた視覚的根拠の重要な部

分から意味を形成すること」 40）とした。ここで留意すべきは，

何をもって解釈するかである。初見の絵でも，常識と想像で

画面＋宮感罪度解せよう。が，限界もある。祭壇画類に代表さ

れる説話画では，元になった話，想源のテキストを知ることが，

絵の語る内容の把握にとって欠かせない。宗教画や寓意画だ

と広範な図像学的知識も求められる。つまり前記4視点を

総動員して， I枚の絵を読もうとする訳である。

そこで， C&Eを予備知識抜きで常識的に解釈する例を示

そう。さて，そう記したが，画家の丞語、元は短説長主達にも

比肩しうる。翁の飛湖（重力からの解放）や，顔からの光の

直線的放散を合理的に解すのは難しい。しかも翁を，顔と翼

の合体した何羽もの青い生き物（人面泉？）が囲む。巨大な

円盤（車輪）も唐突だ。翁は円盤の中央の術｜殿図を指差し

円盤を転がしているとも解せる。前方を，火焔のごとき翼を

持つ天使（青年）と男女一組が歩くが，皆裸で，常夏か。葉

や花が股を隠す（現代日本なら，公然猿襲罪［刑法第 174条］

適用のケースか）。男女は振り向くが，天使が呼び掛けたから

か。それとも，問題が発覚し，「出て行け」と強制追放される

場面か。林檎か柑橘類の生る樹が整列し（果樹園？），足許

に実が転がるが， 2人の食糧か。黒い太線4本は，落下果実

を喰らおうと，また， 3人を襲おうと，土中を進む大蛇か。花

各種が咲き，兎もi替む牧歌的な野辺は平和を，快晴の空の清

澄感に満つる青は織れなさを象徴しそうだ。（他に3人は原始

人，鬼ごっこの場面等々。）

説話画だと，「登場人物は誰？」「何をしているところ？」「何

の場面けという類の発聞が，想像と思考を措き立てる働き

をなすため，有効である。因に， VTSの初習者向けの「基幹

的な3つの問」 45）は，「ここで何が起こっているけ「何を見て，

そう言う？」「もっと何か見つけられるけである。

次に想像的解釈の例を示す。「図画工作科教育I」（平成23
年度スクーリング［明星大学通信教育部］）で，上記聞を示し

てから，受講生がSF的枠組で、語った内容を要約する。翁は

聖者を装う悪魔。円は聖なる裸者3人を吸い込むためのブラッ

クホール。 3人は悪魔に追い詰められ，窮地に陥る。拝聴し

筆者は大胆な想像と豊かな創話力に捻った。

しかし，上記解釈2例は， C&Eが依拠する話を知った瞬間，

本質的変容を蒙る。話とは，蛇の誘惑，アダムとエパの堕罪，

楽園追放を記す，『旧約聖書』創世記3章である。言うまでも

なく，当話を知る者は，最初からその枠組で絵を眺めた筈で

ある。では，文脈的解釈の例を示そう。

C&E右側は，本章 24節〈神は人を追放して，いのちの木

への道を守るために，エデンの園の東に，ケルピムと輸を描

いて回る炎の剣を置かれた。〉を典拠とする。男女は，古巣と

死を賢したアダムとエパで，聖書記載（21節）通りとするなら，

神製皮衣を着せるべきである。無垢ゆえ裸身でいられた2.);
は，実を替った途端，恥（罪と連関）の意識が生じ，無花果

の葉の綴れで腰を覆う（6・7節）。天使は，「神の臨在を示す

天的存在で，御使い（天使［筆者補記］）」 46）と解すケルピム

による。ただ，聖書に追い立て役との記載はない。佐々木英

也によると，天使が神の代行者となり 2人を退ける型の採択

期は， 12世紀末頃 47）で＂， C&Eは当系譜を継く二果樹は園の

中央を示し，命の木（長蓮お訴を授く実が生る）と善悪の知

識の木（動hお呆美が生る）を喚起する。太線4本は，園の

4つの源流，ピション，ギホン，ヒデケル，ユーフラテスを表

す（2章1014節）。輸は園への出入りを遮断する剣の旋回を

象徴し赤い弧は炎を意味する。

輸が大きく占める左側は， C&Eの画題から天地創造を表す

と解るが，情報伝達は明断とは言いがたい。翁は神・創造主

である。輸が世界を表し，中央の風景は，注視すれば，トップ

の山の頂から線が4本流れ出るので，上記4源流と考えられ，

エデン（語義．隅々まで潤う地）だろうか。 4源流の名を記す

2章10-14節は，地理的描写も伴うため，「最古の世界地図」 48)

と読む可能性も指摘できる。とすると，輸の内側は地図？神の

指が2人の行き先を示し枝別れする流れが皐魁時の線と似

る点から，そこが捕と請の呪われた地（17-19節）とも解せよう。

ー 146-



表7 解釈総覧 ［主要参考文献1r聖書J（新改訳と新共同訳日 マルセル・パコ（松本富士男・増田治子訳） 『キリスト教図像学J（白水社， 1993) 柳宗玄・中森義宗編 『キリ三過去関空間｜主義組問出童謡~~2b~i~.~動J.-jj~！J:！＇空＇~ ~（ヲ：~~i揺れ）i）品工r~抗・＇ t:~~·） f霊境？？塑， r~~.抑制
（勝品i＊宣） ｜ 解釈（文脈的視点） ｜ 解釈（解読的視点） ｜ 調査（有齢新視点［情報］）

議~~）：髭眉が｜綴~Ii(日！撲は｜指：~；~＞1 _gr~i~1こ：li~；｛10.れ曾）事給不i_I＞（憲議草川燃，円罰l~~協調？性質ゆえ避けられ
長袖のHiH背）・『来「r約jヨハオ、福音書19章23節に，イエスの服と｜育。「真理．永遠，無限．調和．希望j'" ｜古代ローマの服飾・トゥニカ（下着）とトガ （ー
布（白） リボン ｜縫目なしの一枚織の下着（高額の布）カさ記録される。｜白 純潔（織れなさ），「神の栄光と叡知」 -121 ｜枚布の上着）

詩議顔より出る放｜銃f宝リム急喰i3~J世の第一声 〈光叶：~，皆i喜官弘志i皐 l託~~J~記：：；旨辺L守7弘号批カ拡不｛／~苦議益Z
翁を囲む翼の列 ｜昂＋）払：：：~法宮協~~i~傍みJ語｜去託j芸主鉱号吏で忌Z絵］一z去息o[ fi~＊~ I 問；諸島~~~~~~託品2~：；~；；ri~

える天の箪勢を描写。 ｜イザヤ替6章2節に， 6裂のセラフィムが登場する」
円盤 （同心環） ｜燃える剣の回転 l~入禁止の標識）が。創｜世界忠地創造）． 天国（パラダイス）．永劫自羽田i別色分けされた弧縞が四大元素を暗示。 車輪は

｜世記3章24節に載る。赤筋炎 ｜「神の花盛性全能ぶり．また宇宙の；無限」 l無常的移ろいも含意。

繍~~，；説汚れ｜都議可探知子耳石0）勺現場喜｜品喜＼~·年長j幽寂燃え攻、.：~説i g謀議官占義理f~i山~~－~~縮；
書2章1-12節にメシア降誕を教える星を発見・｜四大元素．季節．人生の年齢的｜婿梯，色気配1年は12ヵ月で成る。
追跡した，東方の占星学者逮の記事が載る。 ｜や身体部位，天使階級等と連関。 ｜ 

輸の中央の術眼的｜原初の世界地図（エデンの図）？憾に見える｜翁が術附図を指差すことから，そこをアダムとエ｜中世欧州で製作された古式地図で，通称「世
山岳風景 ｜のは川。創世記2章 10-14節が，エデンの41パの行き先（喰うために男が生涯耕し続け．遂』こ界地図 （マツパ・ムンデイ）J。

Ii原流を説く。 ｜塵に還る荒野）とも解せる。 ｜ 

裸の男女 ｜る缶詰為政問の夫婦の創造が，｜ゐ類~－~tf~，。官み去九立ち~f~議院引野~£~－~~＇~話~d~；約怖さき諸
破棄亡州11への叛逆）を記す，創世記3章 1-71¥引14節参照）。子を産むエパに対し，ネ，，の子’の
参照。 楽園追放の出来事は。同章 ~:3-_24 節に載る」母となるマリアを新しきエパと解す。

天使（背に火焔？｜ケルピム（図への道を守護）と思う。創世記｜ケルピムなのに，白頭＋翼’型天使とは異なり，翼｜天使（御使いとも言う）は．神託を運ぶ「使者
。翼［by金箔］） 13章24節参照。 ｜を除けば人間の青年のようだ（形姿はガブリエル｜（メッセンジャー）Jを意味する。

｜ ｜的）。裸で，絵では追い立て役として登場。 ｜ 
翁・天使の横顔を｜イL スが祈る内。顔の様子が変わり．衣が光｜聖性・栄誉を象徴する光輪（ニンプス）。金は貨｜科学的合理主義の態度が広まると金銭は次
囲う金盤（by金箔）｜り輝く場面（ルカ福音書9章28-36節）参照｜き光と解され神性を表す。ヨハネ福音書1主主91第に楕円の弧線に変わる。

1（¢キリスト変容図）。 ｜節は，イエスをくまことの光〉と形容した。 ｜ 

7本の果樹 ｜耕栽晃弘ヤ主主を養う木々や善悪｜押韻常世官よ事1.~~~st完成の確剖）＿ I~~~~主主卒、製品言寄ご体13·1：；：四大元素14Y
撫子（カーネー If旧約』雅歌2章I節に，（わたしはシャロン｜撫子 受難，受肉（托身） ｜堕罪前，楽園の奮緩は練（罪・悔震の徴）がなかっ

差是也~~iJ~；~）蒜諮りぷ宇為男捜部は〈ば｜謀合諸説；i必殺女性（ヴアージニテペμう諮問法星学iも！似t慨。
草花の繁茂する野｜エデンの閣は周和を具現）。陸と植物の創造｜布｜！の摂理・法則が粛す，命－ ·u~沃 － 豊穣を示唆O エデンの意「歓喜」または「隅々までよく I程lさ

｜（第 3 日［宮!Ji:!!記 l 章 11_-_l~ 節］） ｜ ｜れた所J叫

足音午に転がる林檎｜禁断の果実（死も象徴）。夫婦が実を食べる．｜原罪の微だが。食糧とも解せる。創世記2章i'6'1事，，は闘の中央に2種類の木を生えさせた（富1j世
創世記3主主6節参！照。 ｜節にアダムへの神の言．（あなたは，園のどの｜記2章9節参照）。命の木と善悪の知識の木で，

｜木からでも思いのまま食べてよい。〉が載る。 ｜問題の木は後者。
兎 ｜野のーを花議じモ登…下動弱めー創造一（第一6"1一多i(i説也；一淫露五合一意）一一ゐ徴－~一一兎if＂最高iifl耐約一一一一中命記 i4＂辛子－~ni±：一一食二とて＇ii返－c:,~稔一

日［創世記1章24-25節］） ！の被造物たる男女への〈生めよ。ふえよ。地引れた動物として居概・野兎・岩狸を挙げる。
満たせ。（創世記l章 28節）〉なる神の祝辞を想
起させる。

断層？の太線4本｜エデンから流れ出るピション，ギホン ヒデ｜四川は，命のi原たる四福音書を象徴。『新約jヨ14も基本的な数。例・四大元素（火・風・土・水）
（大蛇？） iケル（テイグリス），ユーフラテスの四川（創｜ハネ黙示録22章1-2節が，聖都を流れる命の水｜四気質（多血・憂書官・胆汁・粘液），四季。方角，

世記2章 10-14節参照）。 ｜の川を描写。両岸に実12種が生り葉が民を癒す，｜四福音書有事。
｜命の木が育つ。 ｜ 

天の創造（第2日［創世記1章6-8節］） ｜教会の背く塗った天井は蒼湾を模し，目的地たる ｜聖母の青いマントは悲歎を秘める。その肩に光る青空
天国財t遠の住まい）を喚起する。 ｜金糸刺繍の放射印は。海の星（ステラ・マリス）を

かようにテキス トはC&E解読の豊富な’情報源となる。上記
指摘は表7（中欄）にまとめた。と共に，キリスト教図像学の
象徴体系も読解を掘り下げる上で有益である。当領域の解釈
例も示したく，表7（右欄）に整理したので，参照願う。解読
対象となるのは，人，動植物，自然界の物質，人工的物品等初め，
幾何図形・模様 ・文字 ・色彩 ・数等様々である。幾っか列記
しよう。園には，操子，白百合，紅白の蕃被が咲く。撫子は，

花菅が釘型のT手と香りが似るため，礁刑を聯想させ，受難
の意を持つ。宴丙（神が人となりて降誕する事態）も意味す
るのは，語日合せからである。聖母の持物の白百合は，清浄
懐妊を背景に， 純潔・註却益を表す。蕃蔽は，白が純潔，紅（血

が混じると解釈）は殉教を表し，赫は堕罪の悔恨と解す。ア
ダムとエパの聞で踊る兎（天使の足許にもう l羽？）は，夫
婦（人類の祖）への神の祝辞，〈生めよ。ふえよ。地を満たせ。〉
(2章28節）を踏まえ，多産と関係する。円は全き稲紙佳から，
完壁 ・ ~毛語道の機となり ． 同時に世界を表し， 回転も示す。
顔の周りの金盤は草佳を象徴し時代が下り，頭上の輪線に
変わる発婦で、ある（悪魔の誘惑に屈したアダ、ムとエパにはな

表す。

い）。他も加わり，図像学的意味の連鎖が錯綜化・ 綴密化し
てゆく内に， C&Eの読解的密度が増し続ける。

4.調査

中学生は，概して謎解きのような前記読解を面白がり，もっ
と知りたいと感じるようだ49）。 調べて知り解りたいという関心・

意欲 ・態度は，学習の核・基盤を成し，ここを開拓できれば
作品理解が促進され鑑賞の実質は高まる。

では，調査によりどういう進展が粛されるかを， C&Eをサ
ンプルとして幾つかの角度から確認したい。

図像的類似性を掴むことで， C&Eが扱う主題の理解を広
げることが可能となる。メジャーと思う絵の中に，楽園追放場
面と関連する図像を探し カルミネ聖堂ブランカッチ礼拝堂
の壁を飾るフレスコ連作の 1点，マザ、ツチオ（Masaccio）「楽
園追放（1425-27年頃）」を選ぶ。 C&Eの幻想性と国際ゴシッ
ク様式に倣うシエナ風の装飾美は，マザッチオの迫真性とフイ
レンツェ流の古代彫像的な量塊性 ・動勢と対立するが，天使

が夫婦を追う舞台設定が共通し比較から当図像伝統への認

-147-



識が増す。天地創造場面の方は，ミケランジ、エロ・ブオナル

ローティ （Mich巴langelodi Lodovico Buonarroti Simoni）が

成し遂げたシスティーナ礼拝堂天井画の一劃，「アダムの創造

(1510年）」を選ぶ。当比較も図像的理解を高める。風貌の相

似る神が，天使を多数随え宙を朔け，目的は違えど人差指を

伸ばす。ピキだし，違う点もある。C&Eは上級天使（青一色だ

から智天使），ミケランジェロは無翼の天使を登場させた。

所蔵先のメトロポリタン美術館（以下， Metと略記）の HP

も参考に値する。「この板絵は，元々は，シエナのサン・ドメ

ニコ聖堂をかつて飾った，ジ1ヴァンニ・デイ・ パオロのグエ

ルフィ祭壇画の最左端の裳画で、ある」 切） というような基本情

報が得られる（「研究が継続中ゆえ，結果によっては情報の変

更もありうる」 51）との但書きも載る）。さらに C&Eは「シエ

ナ絵商の傑作で，ダンテ（DanteAlighieri）『神曲Jの描写

が想起させる天国のヴイジョンを示す」 52）と説く。

それから，何と言つてな研究論文が最上の情報を提供し

てくれる。峯近慶子は，「ジョヴ、アンニ・デイ・パオロ作 《天

地創造と楽園追放〉 一図像解釈の試み」で＼ ジョン ・ポープ

＝ヘネシー (JohnPope Hennessy）説を踏まえ，グエルフイ

祭壇画中央図を，「聖母子と四聖人（1445年／ウフイツイ美

術館蔵）」と解す日）。 裳画はその下辺にズラリ並び，Met蔵

のもう l点「天国（1445年）」も連なると上記HPが記す 54）。

峯近論文からは，有益な視座が数多く得られる。中で

も，輪を，生活圏（地球）を円盤で表す中世的図解である，

「註単通函（mappamundi）」として論ずる箇所が面白い。外

周部の汚れ（金箔が剥離？）も何か解る。占星術と密接な，

黄道十二宮の 12星座だ、った。峯近は，「神の手が示す黄道

十二宮の位置は，一五世紀の占星術に基づくと二月半ばと四

月半ばの中間，三月二五日の受胎告知の祝祭日を表している」 55)

と書く。これにより，キリストの犠牲死・復活による膿罪とい

う，『新約Jの根幹的メッセージを『旧約』に接ぐことができ，

原罪からの救済を C&Eは明瞭化する。上記HPにも関連的

記述があり，紹介したい。「四大元素（内側から，火：赤¢

風議善。土－乳白・薄茶ゆ水：青［筆者推察］部））を表現

した，同心環の連続する弧が囲む中央部の地球，中｜並・ルネ

サンスの宇宙論に則り，太陽も含めた既知の諸惑星，最後に

黄道十二宮の諸星座も伴う形で，宇宙が天球で示される。J57) 

多義的・ 重層的理解が可能な輸を，峯近は車輪とも捉え， 「世

界内部での周期的な運動，再開，創造の更新，ひいては世界

の転変に至る道を意味するJ誌）とした。

服飾史も紐解けば，神が着る服も解る。神は，古代ローマ

市民の服装を模し，トゥニカ（肌着）の上にトガ（1枚布）を

羽織る。これはイエスや 12弟子らの定番的恰好で、もある。

5.再解釈。判断と評価

第5段階で設ける「再解釈」は，解釈の更新を目的と し，

意見発表，対話型の学び合い，ワークシートの記入等，様々

な進め方を試せる。ただ実際には再解釈的思索は自ずと熟成

してくる。前段階「調査」を進める内にあれこれ思う訳であり，

知的刺激を伴う新知見との遭遇が，解釈を次々組み替えるか

らである。そして，前回段階での学びが，それを可能とする

素地を準備する点を強調したい。

本稿では絵の読解過程を階梯的イメージで順次示すが，各

段階聞の境界線が崩れる場合も少なくない。観察段階でも対

象の解釈を試みることが当然起こりうる。止旧大学教育学部

附属山口小学校で，6年生がアルブレヒト・デユーラー（Albrecht

Diirer）の三大銅版画を見る授業を参観したが，「画面を見ょう。

何があるけという問掛けが呼び水となり，スライドを前に手

が挙がり続け，砂時計を見つけた児童は，それが時と命を表

すと解釈し，画家のそういう表し方を称讃した 59）。 ここには観

察が解釈を促し評価を導く連鎖が生じ，観察。解釈。評価の

3過程が凝縮されている。

さて，最終ステージは「判断と評価」となるが，ここまでの

道程を顧みたい。観察は，全段階を通じ，一貫してフル稼働

すべき課題であり，その積み重ねで C&Eの熟知が進み，親

しみも増す。加えて，言語的な記録・チェック ・表現を繰り

返しながら，観察を肉付け，感受・解釈・思考を確り深めて

ゆく。疑問点は調べて解決するよう努め，知識拡充にも意欲

的に取り組む。そのように行ってきた鑑賞活動を振り返り省

察し批評的見識を膨らませるのが，第6段階である。

漠たる感想を話すのでもなく，徒に感動する必要もない。

様々な理由・根拠もしくは証拠を挙げ，私が見て感じ思い考

えたことから成る自分なりの作品観（晴好的要素を含んでも

よい）を，できるだけ熟した己の言葉で，自信をもって語る

ことが目標となる。当段階を国語科との連携も視野に入れ，

より本格的な批評行為としてのアートレポート ω）の執筆で締

め括るのも一案と思う。

VI 結

本稿では，中教審 『答申』が誼う言語活動の充実の趣旨に

立脚して，絵を対象とする読解的鑑賞を主張しそれを体現

する指導メソッドのー形態として 6段階鑑賞法を提案した。

方法を過不足なく述べるのは難しかったが，テキスト ・図像

学を両輪とする絵の読解例を専門的な学術研究にも目を通

しながら，今後も蓄積してゆく計画である。

東西比較の作例としては，受刑 ・左遷と怨霊による天変地

異が，楽園追放・礁刑・ 復活の西洋的主題群と呼応し，かつ，

異時同図的構図がC&Eと共通する，「北野天神縁起絵巻（承

久本／北野天満宮蔵）」を考えるが，提案は別の機会としたい。

なお，6段階鑑賞法の第5段階「調査」は，審美的経験を

言語化して記述し 第三者に的確かつ豊かに伝達できるため

の用語を学ぶ貴重な機会でもある。これに関し，中教審がま

とめた言語能力の伸長に益する 3つの条件 61)ー①語棄の拡

充 ②読書活動の推進， ③学校図書館等の言語環境の整備

ーは参考となり，どれも鑑賞に当てi喪まる。作品解説を収め

る図録や画集，美術史の論文・書籍，業！？聞文化欄，雑誌掲載

のエッセ一等を読む習慣を培いたい。さらにコンピュータも有

能な探究媒体となる。

最後に，観察と記述が鑑賞の何よりも基礎となる点を力説

したい。若桑は，「美術史では，画面の構成から衣服のひだや

その文様まで，何がどのように描いてあるかを精密に観察し

記述することが第ーの作業である」 62）と書く。かかる作業を

ベースと して，解釈し熟慮を重ねれば，読解力・言語能力 ・

知識活用能力等を高めることが期待できる。

鑑賞は，見ることに始まり，見ることで終わるが，その過程

を読解的方略を使ってどう組織・計画し中身濃くするかをこ

れからも考え続けたい。
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Appreciating Giovanni di Paolo’＇s "The Creation of the World and 

the Expulsion from Paradise ( 1445）” by Reading-Oriented Approach: 

A Suggestion of the Six-Stage Method of Art Appreciation 

Masashi OKADA 

Shinshu University 

Abstract: In this paper, the author proposes “the Six-Stage Method of Art Appreciation" for painting as a way to 

realize his concept，官eading-OrientedA此Appreciation.”Itis designed for secondary-school students and consists 

ofsixp訂 ts:(1) observation and description, (2) visual analysis, (3) interpretation, ( 4) research, (5) reinterpretation, 

(6) judgment and evaluation. This idea is founded on Edmund Burke Feldman’s art criticism model organized by 

four steps. Selected piece for this method is The Creation of the Worldαnd the Expulsion j河川 Paradiseby 

Sienese painter, Giovanni di Paolo who was active in the 15th centu可・ Using this artwork and gi吋ngactual 

examples, he elucidates six stages. He hopes that the Six-Stage Method of A此 Appreciationcould be an effective 

response for組 assignment，“improvementof language activity”shown as an important instructional point among 

all subjects in“Course of Study for Junior High Schools" revised in 2008. 
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